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米国関税対策協議会の開催について 

 

令和７年８月２１日 

政策統轄課・商工政策課・農林水産政策課 

 

米国の相互関税が８月７日に発動されることを踏まえ、県内産業界等と現状及び今後の対応等につい

て話し合う米国関税対策協議会を開催しました。 

１ 日時 

令和７年８月４日（月） 

午後２時３０分から午後３時３０分まで 

２ 場所 

特別会議室 

３ 出席者 

   国：中国経済産業局 

   県内団体：鳥取県商工会議所連合会、鳥取県商工会連合会、鳥取県中小企業団体中央会、(株)山

陰合同銀行、(株)鳥取銀行、鳥取県信用金庫協会、日本貿易振興機構鳥取貿易情報セ

ンター、鳥取県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会鳥取県本部 

県：知事、政策統轄監、政策統轄総局長、令和の改新戦略本部長、商工労働部長、農林水産部長 

４ 出席者からの主な発言 

     ・相談窓口への相談はほとんどないが、経営支援専門員がヒアリングを行って、受注減のある企

業の影響を確認している。県の支援制度等を活用しながら相談に対応していく。（商工団体） 

     ・メーカーの減産計画で自動車関連の受注が半減見通しとの声もあり、影響がじわじわと出てい

る。また、値下げ要請が今後発生していかないか懸念する声もあった。（商工団体） 

・心理的要因による消費マインドの減退を警戒する声がある。（商工団体） 

・直接的に資金繰り悪化を懸念する声まではないが、将来の収益悪化を懸念するとの声は寄せら

れている。柔軟な制度融資・補助金制度となるよう検討をお願いしたい。（金融機関） 

・米国向けトラック部品の受注減で、月の売上が２割から４割程度の減少が見込まれ、発注元へ

加工賃の値上げを要請している企業がある。（金融機関） 

・コメの輸入はミニマム・アクセス米の範囲内となっているが、アメリカからの輸入米は中粒種

であり、食用米にもなる可能性を危惧している。収入保険制度が、実効性のあるセーフティネ

ットとなるよう国に要望して欲しい。（農業団体） 

５ 県の対応 

  （１）速やかな国要望の実施（８月７日、８日に実施済み） 

国に対して、米国関税措置による地域経済への影響緩和、国内農業への影響緩和及び持続的

な水田農業に資する政策の実施を要望した。（今回出席者から発言のあった、中小企業成長加

速化補助金の柔軟な運用、農業の収入保険制度の拡充についても併せて要望した。） 

  （２）支援策の検討 

国の対策とも呼応し、きめ細かい対策を検討する。 

・資金繰り支援：資金調達の円滑化に向けた、関税対策の県制度融資の柔軟化や対象分野拡

充等を検討する。 

・新市場開拓・サプライチェーン再構築支援：海外需要の獲得に向けて、補助金の拡充、伴

走支援や海外プロモーションの強化を検討する。 

・設備投資支援：県内投資の活発化に向けて、大型投資や関税対策に係る補助金の要件緩和

等を検討する。 

・農業への影響緩和対策：農業への影響緩和のため、引き続き情報収集に努め、必要な影響

緩和対策を検討する。 
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青年組織交流会の開催結果について 

令和７年８月２１日 
協 働 参 画 課 

 

県内で様々な地域づくり活動を実践している若手社会人を中心としたグループが、それぞれの活動の

思いを語り、つながる場として「青年組織交流会」を初めて開催しましたので、結果を報告します。 
 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和７年７月 26日（土）午後３時から５時まで 

（２）場 所 打吹回廊 コミュニティホール（倉吉市明治町 1032－19）  
（３）出席者 ゲストスピーカー ４団体 

参加者 12 名（うちオンライン参加者４名） 
ファシリテーター 原田博一氏 
（内閣府 地域活性化伝道師、総務省 地域力創造アドバイザー） 

（４）次 第 ・ゲストスピーカーによる事例発表 
・フリートーク 
・感想や気づきの共有 

 

２ 事例発表の概要 

（１）日野郡わかもの会議＋
プラス

（代表 加藤紘也氏） 

   日野郡をしっかり暮らすことができる地域にしていくことを目標に、日野郡在住者だけでなく、

日野郡で活動する者、興味をもつ者などがメンバーとなり、ゆるやかにつながりつつ、やりたいこ

とを形にしていく活動を展開している。 

（２）ＥＩ！ＨＯＫＵＥＩ（代表理事 根鈴啓一氏、理事 大西浩嗣氏） 

   北栄町を拠点に、若者の主体性を育み、将来的に町に関わる多様な人材を増やすことを目指して

高校魅力化事業の実施や若者が夢や希望を語るピッチ大会の開催など、地域の中で成長する体験を

提供している。 

（３）Ｆｒｏｎｔｉｅｒ Ｓｃｈｏｏｌ（代表 内田奏杜氏） 

   中高生や大学生が協力して旧八頭町立安部小学校をリノベー

ションして学びの秘密基地として活用したり、県内外の大学生

が中高生に本気の遊びを提供したりする取組を通じて、若者の

意欲と創造性を育む学びの機会を創出している。 

（４）ワカメ部（副部長 岸浩之氏） 

岩美町で作り手が減っている板ワカメや海の魅力を発信する

ため、漁師や漫画家、大学生等様々なメンバーがワカメフェスの

開催や学校への出前授業、グッズ開発等を実施している。 

 

３ 参加者の声 

･ 事例発表は精力的な活動ばかりであり、地域づくり活動団体や県民の方にも広く知らせるべき。 

･ 様々な活動者とつながることができる今回の交流会はよい機会であった。今後も交流する機会を増

やすとともに、一緒に活動する場の創出を希望する。 

･ 成功事例だけでなく課題や失敗事例も紹介してほしい。 

 

４ 今後の予定 

地域づくり活動を県民に広めるイベント「とっとり元気フェス」（12 月６日（土）開催）において、

県民の方への活動の周知や、有志の団体が一緒に活動する場を創出する。 
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